
４年生 算数編 

 

〇 下の式に、（ ）を１つつけて、計算の答えが最も大きくなるようにするとき、その答

えはいくつになりますか。（そこにつけるために予想した理由も含めて書いてみよう） 

 

   ３×３＋３―３÷３ 

 

正解⇒３×（３＋３）―３÷３ 

 おそらく、×と÷のところがポイントになるはずです。３÷３＝１をとるのか、３×（３

＋３）をとるのか、といった感じになるでしょう。今回は、後者のほうが正解になりまし

た。 

 

〇ある数に２をかけた答えを３４からひく計算を、まちがえて、３４からある数をひいた

答えに２をかけてしまったので、答えが４０になりました。 

 

① ある数はいくつでしょう。 

正解⇒１４ 

 ある数を□としてまちがえた計算を表すと、 

（３４―□）×２＝４０ 

３４―□＝４０÷２ 

３４―□＝２０ 

   □＝３４－２０ 

   □＝１４ 

 

② 正しく計算すると、答えはいくつになりますか。 

③ 正解⇒６ 

３４―１４×２＝３４―２８ 

       ＝６ 
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〇１０５の約数は何個ありますか。（目標時間は１分です） 

正解⇒８こ 

１０５を素因数分解してみましょう。すると、７×５×３となりますね。実は・・・・ 

素数の数をそれぞれ＋１してかけ算をしたらすぐに答えが出てくるのです！ 

今回であれば、２×２×２となります。 

別の数字で考えてみましょう。例えば、８４であるならば、７×７×２となりますね。 

×７は２つあるので、＋１をして３、×２は１つあるので、＋１をして２。 

よって、３×２＝６こ。となるのです。 

 

〇２つの電球 A、B があります。A はスイッチを入れると同時に光り、その後は６秒ごとに

一瞬光ります。B はスイッチを入れると同時に一瞬光り、その後は１６秒ごとに一瞬光りま

す。２つの電球のスイッチを同時に入れました。これについて下の問いに答えましょう。 

 

① スイッチを入れたときに同時に光るのを１回目とすると、 

❶２つの電球が２回目に同時に光るのは、スイッチを入れてから何秒後ですか。 

正解⇒４８秒後 

 これは６と１６の最小公倍数になりますね。「同時に」という言葉は、すぐに公倍数！と

頭の中で覚えておきましょう。何を使っていくのか、パッとだせるのが大事です。 

 

❷２つの電球が４回目に同時に光るのは、スイッチを入れてから何秒後ですか。 

正解⇒１４４秒後 

 ４８×４ではないことが大事ですね。なぜそうでないのか！！考えてみてくださいね。 

 

② スイッチを入れてからの５分間で、２つの電球が同時に光るのは、スイッチを入れたと

きも含めて何回ありますか。 

③ 正解⇒７回 

このあたりからミスは増えてきますね。３００秒の中で、なので、あまりの数をどうす

るかがポイントになります。 
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〇        A           【制限時間 4 分】          

         ❹            補助線！ 

     D 

    ❸ 

  B                 C 

           2⃣    E   1⃣ 

 

上の図の三角形 ABC で、AD：DB＝４：３、BE：EC＝２：１です。また、三角形

DBE の面積は１８㎠です。これについて、次の問いに答えましょう。 

 

① 三角形 DBE の面積は、三角形 ABC の面積の何分のいくつですか。 

  正解⇒七分の二 

   補助線をⅮⅭにひくことで、面積を三角形にすべてできるので、あとは面積比を使

いましょう。この時、三角形 DBE を１とおくのかどうかは、分数が後々めんどくさく

なるかどうかで決めていく必要があります。今回であれば三角形 DBE は【２】とおく

のが正解ですね。理由は考えてみよう。 

  そうすると、三角形 DECは１となり、三角形 DBCは３と表せます。 

  次に、三角形 ADC との面積比を考えると、三角形 ADC は４となるので、全体の三角形

ABCは７と表せます。よって、今回の答えが七分の二となるわけです。 

 

② 四角形 ADEC の面積は何㎠ですか。 

正解⇒４５㎠ 

   三角形 DBE は全体の七分の二となるので、１８÷２×７＝６３（三角形 ABC） 

  よって、四角形 ADECは、６３÷７×５＝４５㎠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  〇             A         【制限時間 5 分】 

 

補助線！         ❶     ⑺ 

            D 

                     F 

          ❷ 

                        ⑸ 

 

        B   2⃣  E    3⃣    C 

 

   

  上の図の三角形 ABC の面積は９０㎠で、AD：DB＝１：２、BE：EC＝２：３、 

  CF：FA＝５：７です。これについて、次の問いに答えましょう。 

 

① 三角形 ADF の面積は、三角形 ABC の面積の何分のいくつですか。 

  正解⇒３６分の７ 

 上のように、BFに補助線をひくとわかりやすいです。 

 今回は、【普通に面積比が使えないからどうしよう！】という問題ですが、 

ポイントは補助線！なんですね。 

全体の三角形 ABCを１とすると、三角形 ABF＝１×１２分の７＝１２分の７ 

三角形 ADF＝１２分の７×３分の１＝３６分の７となります。 

 

ここの計算をみて、？となっている生徒さんは、かなりの危険信号！！ 

 

② 三角形 DEF の面積は何㎠ですか。 

 正解⇒２６㎠ 

① と同様に、三角形 DBEと三角形 FECを出していきましょう。 

補助線は、AE（DC でも OK） 

三角形 DBE＝１×3 分の２×５分の２＝１５分の４ 

補助線は、BF（AE でも OK） 

三角形 EFC＝１×１２分の５×５分の３＝４分の１ 

 

三角形 DEF＝１―３６分の７―１５分の４―４分の１＝４５分の１３ 

 

となるので、三角形 DEF＝９０×４５分の１３＝２６㎠ 


